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様々な新興・再興感染症に対応するためにも、継続的な基礎研究の充実・人材育成の強化、感染症情報の早期検知・研
究開発動向の把握を目的とした国際ネットワークの構築など有機的な国際的な連携の強化を行っていく必要がある。
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国際連携のもとで国内外の研究基盤と人材育成をさらに充実させ、感染症に関する基礎から応用・臨床まで一貫した研究を推進し、有
事に備えた高度なモニタリング機能・対応能力を確立することで、我が国の健康医療安全保障を強化
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